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はじめに 

 

１．策定の趣旨 

教育大綱は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３の規定に基づき、地方

自治体の長が地域の実情に応じ、当該地方自治体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な

施策の大綱を定めるものです。 

逗子市の教育大綱は、わたしたちが魅力あるまちを創っていく上で最も大切な「人づくり」に

おいて、逗子市教育委員会が平成25年から約１年半の議論を重ね、平成27年に策定した「逗子教

育ビジョン」を基本理念に位置付け、さらに、逗子市総合計画基本構想に位置付けた教育施策の

政策の柱『共に学び、共に育つ「共育（きょういく）のまち」を、教育施策を進める上での基本

方針に位置付けています。 

市長及び教育委員は、大綱の基本理念と基本方針を実現するために、総合教育会議等を通じて、

連携して教育施策を推進していきます。 

 

２．大綱の期間 

逗子市教育大綱の期間は、2023年(令和５年)４月１日から2027年(令和９年)３月末までの４年

間とします。 

 

３．逗子市教育大綱の推進体制 

逗子市教育大綱に謳われた基本理念に基づき教育施策に取り組むにあたっては、総合計画審議

会や各計画の懇話会等において評価・進行管理することによって、市民参画の下、教育大綱の実

現を図ります。 

また、毎年度、総合教育会議において進捗状況を確認しながら、予算編成と事業執行に評価結

果を反映します。 
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第１章 逗子教育ビジョン 

 

１．基本理念 

 

   「つながりに気づき、つながりを築く」人づくり 

 

人は、つながりの中で生きています。 

このつながりには、他者とのつながり、自然とのつながり、社会とのつながり、 

そして歴史とのつながりが含まれます。 

 

つまり、人は、 

親・家族・友人など他者とのつながりの中を生き、 

身体や精神・遺伝・発達などの内的自然や 

人間をとりまく大気・大地などの外的自然とのつながりの中を生き、 

政治・経済・文化などの社会とのつながりの中を生き、 

過去・現在・未来といった歴史とのつながりの中を生きています。 

 

そして人はこれらのつながりの中で、 

愛されること、愛すること、感じること、感謝すること、知ること、考えること、 

協働すること、問題を解決すること、想像することなどを学んでいきます。 

 

教育がよりよい学びづくりそして人づくりのための働きかけであるなら、 

人がこれらのつながりに気づき、これらのつながりを築いていくことは、 

教育の基軸に据えられるべきことと考えます。 

したがって「つながりに気づき、つながりを築く」人づくりを基軸に据えた教育を、 

逗子から創り出していくことを、逗子の教育ビジョンとします。 

 

２．逗子の教育の目標 

生涯を通じた「つながりに気づき つながりを築く」人づくりに向けて、人の一生を「乳幼児

期」、「児童・青年期」、「成人期」、「円熟期」という４つの段階に分け、「つながり」の視点から、

それぞれ段階での学びのあり様を整理し、また「家庭教育」、「学校教育」、「社会教育」、「市民協

働学習※」という４つの場での、学びの基本的なあり様を以下に描き出しました。 

逗子の教育は、以下のような学びを創り出すことを目標とします。 

※市民協働学習とは、市民が多様な場で協働的かつ自発的につくり出す学習のことをさしています。 
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基本理念：「つながりに気づき つながりを築く」人づくり 

 

 

＜４つの発達段階での学び＞ 

＊乳幼児期：他者・自然との基礎的なつながりを培う 

親に愛され、他者と遊び、自然に触れ身体・感覚を開くことなどを通して、信頼感や 

感性の発達など心身の成長と生活の基礎を培う。 

＊児童・青年期：他者・自然・社会とのつながりの中で自分らしさを探究する 

 自然の中で感じ、仲間集団の中で知り・考え・協働し、社会の中で自ら 

の役割を模索し、歴史の中で未来を想像することなどを通して、自分ら 

しさを探究する。 

＊成人期：他者・自然・社会・歴史との 

つながりの中で協働する 

自然を生き、社会を生き、問題を解決し 

歴史を生き、子ども・他者を 

育てるために、協働する。 

＊円熟期：他者・自然・社会・歴史との 

つながりを文化として残す 

４つのつながりを文化として、 

次世代へ伝え、残す。 

 

 

＜家庭教育・学校教育・社会教育・ 

市民協働学習の場での学び＞ 

＊家庭教育：日常生活の中での４つのつながりへの基礎的な学び 

  日常生活の中での、親子、兄弟・姉妹、祖父母などとの関係を通して、 

生きる基礎を学ぶ。 

＊学校教育：集団の中での４つのつながりへの系統的継続的な学び 

  集団の中での協働関係を通して、系統的な知識・技能・態度などを継続的に学ぶ。 

＊社会教育：社会的問題の解決に向けた４つのつながりへの実践的な学び 

  身近な地域問題や現代的な地球規模の問題に即して、それらの関係や 

 それらの解決に向けての課題や方策を実践的に学ぶ。 

＊市民協働学習：市民協働による４つのつながりへの自発的な学び 

  「生活づくり」「問題解決」「文化振興」「スポーツ推進」など市民 

や地域のニーズに即した多様なテーマを、協働的かつ自発的に学ぶ。 
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３．学びの場と発達段階のつながり 

 

学びの場その 1：家庭教育 

『家庭教育・そこに求められるもの』 

日常生活の中での 4 つのつながりへの基礎的な学び 

…日常生活の中での、親子、兄弟・姉妹、祖父母などとの関係を通して、生きる基礎を学ぶ。  

『各発達段階で獲得したいこと（家庭教育から見たそれぞれの発達段階での理想像）』 

乳幼児期（基礎の段階）： つながりの原体験の時期 

親などの大人と基本的な信頼関係を育み、兄弟姉妹など周囲との関わりから様々な人間関係を体得する。また遊びを

通して発想力や想像力を養い、自然体験を重ねることで自身も自然の一部であることを体感する。 

児童・青少年期（自分らしさの段階）： 自分に自信を持ち、自立へ向かって力をつけていく時期 

家族から愛情、支援、承認を受け自己肯定感を養い、家族を構成する大切な一員であることに気づき、成人期に向けて

自己を形成していく。 

成人期（協働の段階）： 自立した人間の手本となり、家庭教育の担い手となる時期 

家庭教育の担い手として、自ら学び続けるとともに子どもが生活習慣や生活能力、信頼感、豊かな情操、思いやり、

基本的倫理観、自尊心や自立心、マナーなどを身につけられるよう実践する。 

円熟期（伝承の段階）： 集大成の時期 

これまでの経験から家庭を見守り支えられるよう自らの健康維持や精神的成熟に向かって学び続ける。成人期の

サポートを行い、その時代に適した子育てなどを学び実践する人となる。 

 

学びの場その 2：学校教育 

『学校教育・そこに求められるもの』 

集団の中での 4 つのつながりへの系統的継続的な学び 

…集団の中での協働関係を通して、系統的な知識・技能・態度などを継続的に学ぶ。  

『各発達段階で獲得したいこと（学校教育から見たそれぞれの発達段階での理想像）』 

乳幼児期（基礎の段階）： はじめての集団活動に触れる時期 

幼稚園、保育園、自主保育などの場での集団活動により、家族以外の他者とのつながりをもち、信頼関係を築き、

友だち・仲間を作る。 

児童・青年期（自分らしさの段階）： 知識・技能を学び、コミュニケーション・他者理解の試行錯

誤を行う時期 

学校・家庭・地域の連携による安全安心な環境の中、見守られ育つ。集団生活を通じて、お互いの良さを認め

合いながら社会的ルール・モラルを学ぶ。習熟度に応じた適切な指導のもと、自ら学び続ける関心・意欲・態

度を育みつつ、系統的な知識・技能を継続的に学ぶ。 

成人期（協働の段階）： 学校活動を支える時期 

保護者として、また市民として学校と信頼関係を作り、子どもが健やかに育っていけるよう学校活動を支援す

る。自らも学びながら子どもと共に市民として育っていく。 

円熟期（伝承の段階）： 伝える時期 

今まで経験してきたことや前の世代から受け継いできたことを、学校活動を通じて子どもたちに伝える。地域

活動に参加するなどし、学校教育を市民として支える。 
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学びの場その 3：社会教育 

『社会教育・そこに求められるもの』 

社会的問題の解決に向けての 4 つのつながりへの実践的な学び 

…身近な地域問題や現代的な地球規模の問題に即して、それらの関係やそれらの解決に向けての

課題や方策を実践的に学ぶ。 

『各発達段階で獲得したいこと（社会教育から見たそれぞれの発達段階での理想像）』 

乳幼児期（基礎の段階）： 大人と共に生活する時期 

主体となっている大人と一緒に社会の活動に参加し、地域のつながりの中で、生き生きと生活する。子どもの

主体性を大切にされた環境の中で、市民として生きる大人たちと共に暮らす。 

児童・青年期（自分らしさの段階）： 様々な地域の取り組みに関わる時期 

地域、自然、他者、歴史等を学ぶことで、それぞれが、つながっていることを実感し社会の一員との自覚を持

つ。 

成人期（協働の段階）： 市民としての役割を果たす時期 

状況に応じた課題をとらえ、広い視野で解決策を考え他者と共生し、社会に主体的に参加することにより、社

会から期待される。 

円熟期（伝承の段階）： つながりを強める時期 

社会に主体的に関わり続けると同時に成人期や次世代をサポートしていく。また、これまでの経験を社会にフ

ィードバックし、さらなる社会教育の充実に貢献する。 

 

学びの場その 4：市民協働学習 

『市民協働学習・そこに求められるもの』 

市民協働による 4 つのつながりへの自発的な学び   

…「生活づくり」「問題解決」「文化振興」「スポーツ推進」など市民や地域のニーズに即した多様なテ

ーマを、協働的かつ自発的に学ぶ。 

『各発達段階で獲得したいこと（市民協働学習から見たそれぞれの発達段階での理想像）』 

乳幼児期（基礎の段階）： 豊かな自然、多様な大人に触れる時期 

市民が自ら生み出す地域での活動を通じて地域の豊かな自然へアクセスし、多様な大人に触れ、見守られなが

ら遊ぶ機会を得る。 

児童・青年期（自分らしさの段階）： 市民活動に参加しはじめる時期 

多様な芸術に触れる機会、スポーツを楽しむ機会、世代を超えた地域の市民と交流する機会を得る。これらを

通じて自らの興味・関心を広げ、社会での役割を模索する。 

成人期（協働の段階）： 自ら発信者となる時期 

学びの発信者・実践者として仲間と共に地域の文化、学び合う場をつくりだし、発信していく。 

円熟期（伝承の段階）： 次世代を見守りつつ自ら学び続ける時期 

経験豊かな発信者・実践者としてより俯瞰的に地域の学びを生み出しつつ、文化を継承するとともに、次世代

の試行錯誤を見守り、サポートを行う。自らもチャレンジし、生涯を通じて学び続ける。 
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第２章 教育施策の基本方針 

 

１．めざすべきまちの姿 

 

共に学び、共に育つ「共育（きょういく）」のまち 

 

世代間交流を通じて、共に学び合い、共に育つ「共育」理念のもと、市民の誰もが、人生のど

の場面でも、いきいきと学び、文化を育み、スポーツに親しみ、その成果を様々な形で生かすこ

とのできる、市民が主役を演じる「共育のまち逗子」をめざします。 

 

２．「共育（きょういく）のまち逗子」のための５つの柱 

 

⑴  子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち 

市民の誰もが、人生のどの場面でも、いきいきと学びを楽しめるよう、現代的課題や地域課

題について、共に学び、個を高め合う社会教育の機会を広く市民に提供するとともに、市民の

自主的な学びを支援します。 

そして、学ぶ楽しみ教える喜びで地域の一人ひとりがいきいきと輝いているまち、学んだ成

果を生かすことで元気な地域づくりへとつなげていくまち、生涯学習のまち逗子をめざします。 

 

⑵ 文化を新たに創造するまち 

文化芸術は、生活に潤いや刺激を与え、共感や連帯を生み、人の心を豊かにします。さら 

に、新たな付加価値を生み出すなど、地域社会にとっても多様な可能性を秘めています。 

わたしたちは、逗子の伝統文化を継承するとともに、潜在的な文化資源を掘り起こして、地

域の文化を市民の手で拓き、互いを高め合い、育むことで、「まちが文化を活かし、文化がまち

を活かす」地盤をつくります。そして、逗子の多彩な文化資源と恵まれた自然環境を背景に生

まれる、個性的で創造的な文化芸術の力で、文化と自然がつむぐ活力あるまち（地域社会）の

発展をめざします。 
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⑶ スポーツを楽しむまち 

わたしたちは、スポーツ都市宣言の理念に基づき、市民一人ひとりがスポーツに親しみ健康

な心とからだをつくる「健康づくり」、みんなでスポーツを楽しむ機会をつくり明るい生活を

営むことができる「場づくり」、スポーツを通じていきいきとした地域連携の輪をひろげる「交

流づくり」、スポーツを通じて活力に満ちたまちづくりを推進する「基盤づくり」を進めます。 

一人でも多くの市民が、スポーツに親しみ、互いに高め合うことで、健康で豊かな生活を送

ることができるよう、いつでも、どこでも、誰もが気軽にスポーツ、健康づくりができるまち

をめざします。 

 

⑷ 学校教育の充実したまち 

人は自然と社会の中で生涯学び続けていくことが必要です。その入り口の一つとして学校教

育は大きな役割を果たすものです。今日、価値観の多様化や高度な情報化社会の中にあって、

子どもたちが身につけなければならない力は多岐にわたっています。これまで受け継がれてき

た知識や文化・伝統などを踏まえ、地域社会や家庭と連携し、互いの個性を尊重し合う人間性

溢れる教育、限りある命を生きていることの素晴らしさを感じることができる教育を行ってい

くこと、そしてこれからの国際社会の一員として生きていく力をはぐくむ育むことが必要です。 

いつの時代にも変わってはならない本質の部分を土台に、その時々の教育的課題に臨機応変

に対応して、「豊かな人間性」・「確かな学力」・「健康な心身」を目標として『自ら考え、心豊か

に、たくましく生きる逗子の子ども』の育成を図ります。 

 

⑸ ふるさとの遺産をまもりつないでいくまち 

わたしたちの身近にある様々な文化財は、先人たちの暮らしの中で生まれ、育まれ、受け

継がれてきたものであり、このまちに暮らすわたしたちの心を支え、豊かにするものとして

後世にながく伝え、いかしていくべきふるさとの遺産です。 

文化財を適切に保存しつつ、わたしたちの身近な歴史から共に学び、共に育ち、次世代へ

誇りや愛着をつないでいくまち、ふるさとの遺産を共にまもり、つないでいくまちをめざし

ます。 


